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シリコン・クリドノグラフ
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　高電圧測定に便利な簡易記録器として乾板クリドノグ

ラフがある。これ1ま針端からの放電電荷図形であるが，

写真現像後に始南て乳剤に現われる。薯老のこの提案1ま

同じ放電図形を見る一つの方式であって現像を必要とし

ない。絶縁板上で電荷図を画かせるには・絶縁板の表面

の絶縁性が問題になる。硝子の表面をシリコン・7ニス

で処理したものがこの使用目的に非常に好都合であるこ

とを発見した。これを仮にシリコン・クリドノグラフと

呼ぶことにした。

1．　概 要

　従来高電圧簡易測定器の一種として写真乾板を使用し

たクリドノグラフ（Klydonograph）が有効に使用され

ている。乾板の代りにエボナイトその他の絶縁板を用

い，適当な絶縁物粉末（例えば硫黄と光明丹）をふりか

けると，いわゆる電荷図（Dust　figure）が得られるこ

とも古くから知られている。

　何れの場合も短い衝撃電圧波にまで応用でき，正叉は

負の衝撃電圧を加えることにより極性の判別可能な図形

が現われ，電圧波高値と図形の大きさとの問に一定の関

連がある。

　このようなエボナイト板による電荷図形については古

くから鳥山博士等の，叉乾板クリドノグラフについては

六角，三田博士等の多数の実験がある。

　写真乾板を使用するクリドノグラフは暗室で現像する

ことが必要である。粉末電荷図法では普通絶縁板上に衝

撃電圧を加えた後，粉末を振りかけて図形を得る。

　従来のエボナイト板のような場合には，写真乾板のよ

うにすぐ印画紙に密着焼付できない欠点があり・エボナ

イト板の表面を充分乾燥することが必要である。

　最近の新絶縁材料の中で，シリコソ（Siligone）が特

に優秀な絶縁性質をもつので，これを電荷図の材料に使

用することを試みた。

　乾板用ガラx（厚さ平均1．45mm）のガラス面に感光

膜の代りに珪素樹脂（DC996）ワ＝xを塗り150°Cで

約3時間焼付け，シリコ×塗ガラxを作った。この面に

正負の単一衝撃波電圧を印加し特性を謂べた。その結果

は本文に述べるように相当確実に電荷図形を画かせるこ

とができ，写真現像を要しない簡易電圧測定器として充

分実用性があるものと信ずるに至った。

　例えぽ第14図のようなクリドノグラフの暗箱と同様な

箱でシリコy塗ガラスを使用するものが簡易測定器とし

て種々の特徴をもち，従来のクリドノグラフ装置に比べ

て次のような利点がある。

　（1）写真乾板の如く感光膜が無いから密閉暗箱にする

必要がない。

　②　シリコソ塗ガラスだけを単独に取出して粉をふり

かけることにより像が現われ電圧値を判定することがで

きる。

　（3〕必要に応じそのまxで印画紙に密着焼付（第7・8・

9図参照の事）でき保存することができる。

　（4）シリコy塗ガラス面の電荷を拭取ることにより幾

回でも使用できる。

　（5）エボナイトそめ他従来の絶縁板のように乾燥処理

の必要がない。

　（6）乾板クリドノグラフと同程度の美麗な像が得られ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

（7）印加電圧に対し乾板クリドノグラフより誤差力機

分小さいようである。

（8）工紛イ・板より勝れているこaま勿鞭有機ガ

ラス，ポリエチレy，シリコyゴム，テフロy　等の何

れよりも像は鮮明かつ確実に現われるようである。
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第1図　正電圧試験回路 第2図　負電圧試験回路

註（1）薄い膜の試料のみの実験でなお検討の余地もあるo
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　　　　　第3図　シリコy塗ガラスの較正曲線

2．電圧価と・半径

　第1図，第2図の如くC　＝　O・　007SPtF，　R＝10K2，波

尾時定数　T　＝＝　7sptSの正あるいは負の単一衝撃電圧を試

料に加えた場合の電圧と像半径Q関係を第3図に示す。

第4図と比較して判るようにシリaソ塗ガラスの特性は

写真乾板の場合と非常に類似している。

3．　湿度の影響一

　湿度が増すと，シリコy面に水分が附着し表面リーク

ができ像が不鮮明となる。放射状の枝は同一電圧に゜

対し陛小ではあるが前より小さくなる傾向がある。

湿度75％程度では±15KVまでの印加電圧に対して

枝は一様で対称的にのびて外形は円形となる。湿度

95％であると枝ののびかたは非対称となり平均像半

径は幾分小となる。すなわち湿度95％の中に3C・分問

試料を放置し其の状態で印加すると，＋15KV程度

までは非対称ながら像直径を判定することも出来る　L

が，＋15KV以上になると第8図のように測定が困難
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　　　　第4図　写真乾板の較正曲線

になつてくる。湿度100％に近い容器中に4時聞放置した

板でも或る程度の電荷図が見られるけれど，半径が更に

小と濾る。この場合でも乾いた布で拭うだけで図形の現

出がかなり確実になる。

4．他の材料による図形

　第5図にポリエチレソ板，エボナイト板等での実験結

果を参考に示す。

　メタクリル酸メチル，シリコソゴム等では相当確実な

像が得られるが，像の鮮明度はシリコy塗ガラスに到底

及ぼない。
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第5図ポリエチレソ板（P），エボナイト板（E）

　　　　の場合

　　ポ・エチ・ン板催：二：1撰8：1笥1儲留

　　エポナ・・板｛長1：：：i：：鰍鑑監
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第6図　測定値のぱらつき（湿度50～75％）
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　第6図は相対湿度50％～75％の範囲で多数回実験を繰

返した測定点のばらつきと，その平均値による較正曲線

を示す。

　第1表はこの範囲の蓋然誤差を算出した結果を示し，

最大20％以内になっている。－5KVと云う図形の特に小

さい場合を除けぽ大体±10％程度といえる。
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印蝿圧 塩ﾙ回数賂陶1直撚誤荊
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6．像の摸様

飾　　1　　表

　㈲　枝　の　数

　印加衛撃電圧の波尾長が同一であっても，電圧ヂ小さ

いど放射枝は少く，電圧が大きいと分枝の数、増してく

るt，すなわちIE2．5KVの印加電圧だと枝数4～8本正
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
KVでは11～17本であって，正1eKVで30本，正15KVで

は50本程度てある。

正　波　　　　　　　負　波

　　濡7図　直接焼付図形

　（ii｝正像と負像

　嘉7図は1GK▽の工．」合の正及び負陳である。正1象は写

真　if｛と日ド．に電極附近｝二最も枝が密集し，離れるに従

い椥罫［．こなってくる。負像は電匡から粉末が附着し先

端部が曲っている，外まわりの粉末がっかない円形部分

は写亥転板では扇形に認められる部分で略正円となって

いる。印加電圧を増加すると，内部の枝模様と同時に．

この外円の半径も漸次増加する。

　（iii］極端な高湿廣下におかれた場合

　湿度100％に近い容器にッリコソ塗ガラスを30分問放

置し，共のま1で電圧を印加すると第8図のようにな

る。同一印加電H≡に対し像の半径はまちまちになる傾向

かあり，図形も円形でなく非対称の傾向がある。

　更に湿度100％近くでシリコソ塗ガラスを4時問放置し

て印加すると僧半径は可に小となり，形状もみだれる

（窮9図），鮮明度も失っているが，なお図形は充分画か

れる。

2．5KV

L33

5KV

ユOKV

第8図高湿度．ドの図形

　　　＋10KV

第9図高湿度下の図形

7．裏　面　像

　ガラスの両面にシリコソ処理を施し．表画像と裏面像

とを調ぺた。

　（i）突針正電圧印加（第10図）

　シリコソ両面塗ガラスに正極性電圧を鼻防口すると，印

加側の像は前と同様であるが．平面板の裏面f象ば少しく

異っている。すなわち正像と負像をよく観察すると，表

の正豫の枝の密集度は工OKVの場含3r．購え｝二なり、電

極附近が密で電極を灘れるほど糧になる，それぞれは大

作円形を保ち，その中央都分の外径に相当する部戸ン：裏

面で輪の負像とts’oて玩θ．れてくる。2殿目のタト径より

飛び出ている枝に対して衷頂1は凸型の半附とたって現わ

ユ3
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れ，3段目の輪は正波の枝が粗な芦か余り明瞭には出て

いない。

　〔翰　突断負電圧印加（第ユ1図）

　同様に負極性電圧を印加すると，裏面の像は特異な模

様になる。すなわち表面の電極附近にある負枝状の部分

は裏面では粉末がつかず，かっ表の負枝の先端屈曲部分

よウ飛び出た部分の影響が裏面に凸凹の状態となって現

われてくる。また負波の粉末がっいていない外円部分に
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相当する場所は裏面て；岬ロい放射状の線となって現わオし

ている。こXで注目に値する事柄は負側の外径と正側の

外径が全く一致し，事面でも明瞭に判定できること（あ

る。例えば表面に負電圧が印加され，湿気そO他で員像

の大さが明瞭に出ない㌔合，シリコソ両面tz　tiテスを使

用すると，反対側の正像の方が明瞭にでる、
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第11図　突針負の場合
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3・…・……4面．酋硬極

4・．・　　一．・・ガテス

第10図　突針正の場台

　嘩i〕針電極対封電極

　第エ2図はシリュhV両面塗ガラK

板で鍬寸針の胎に，卸凪7印
加した時の表と薯の園形：を示して

いる，jJ様に第ユ3図魂負tOKV印

加の像図形であるD
　この垢廓よ図形が小さ、・点であ

ま　り実用白勺でな、・よ　う　である・

　8．む　す　び
　例えば第14図のような装置で・

このシリコy・クリ世グラ7「e

用いると，シリコソ塗がラスO郡

分だけを取出し単に粉末をふりか
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第エ2図針対針（高圧側正）
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頁　波

けだけで適醐瞭な像がみb2・，必要に麟

て印画紙に焼付ることも可能である。

　第3図のような較正曲腺で短い画撃性の電圧

まで簡単に測定でき，相当高い翌度O下でセ無

処理で使用てぎる特徴がある・（1953。4，　L3）

第13図針対針（高圧側負）
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　　　第ユ4図　容　器　の　1　例
1　・突針電趣　　2……シリコン塗ガラス　　3・…r・接地端子

　　　次号予告　C7fig）

　建築関係を主にして斯界接術の最

　新の趨勢を知るのに好適な解説を　．

　編集収録した・
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